
ア
ナ
タ
モ
ワ
タ
シ
モ
ス
ポ
ー
ッ
ヲ

葺
合
区
の
磯
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
あ
る

Ｋ
Ｒ
＆
Ａ
Ｃ
（
属
○
ず
の
両
の
館
鼻
冨
砕

賃
匡
の
は
。
○
﹈
号
）
と
い
う
神
戸
在
住

の
外
人
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
は
、
神
戸
の

ス
ポ
ー
ツ
を
語
る
場
合
ど
う
し
て
も
欠

か
せ
な
い
。

一
八
七
○
年
に
、
今
で
は
想
像
も
で

ミ
ル
メ

き
た
い
敏
馬
の
美
し
い
砂
浜
に
ポ
ー
ト

ハ
ウ
ス
と
体
育
館
を
造
っ
た
の
が
始
ま

り
だ
か
ら
、
も
う
百
年
以
上
に
も
わ
た

っ
て
神
戸
、
と
い
う
よ
り
日
本
に
各
種

の
ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介
し
て
き
た
。
そ
し

て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
日
本
に
西
欧
の

文
化
を
紹
介
し
、
日
本
人
と
の
親
睦
を

は
か
る
う
え
で
多
大
な
貢
献
を
し
て
き

た
こ
と
は
特
筆
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
ク
ラ
ブ
は
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ

試
合
だ
け
で
な
く
、
各
種
の
個
人
的
パ

ー
テ
ィ
か
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
公

式
パ
ー
テ
ィ
ま
で
、
ま
た
結
婚
の
披
露

宴
に
も
利
用
さ
れ
、
在
神
外
国
人
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

船
が
港
に
着
く
と
船
員
た
ち
は
こ
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
汗
を
流
す
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
し
、
土
、
日
曜
に
は
必
ず

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
試
合
が
行
な
わ
れ

家
族
連
れ
で
応
援
に
や
っ
て
く
る
。

識淵ｓ
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識; 難船

☆
ス
ポ
ー
ツ
特
集
〈
２
〉
く
ら
し
と
ス
ポ
ー
ツ

Ｋ
Ｒ
＆
Ａ
Ｃ

’
4７

あ
る
日
曜
日
見
学
に
訪
れ
る
と
「
惑

惑
」
（
四
○
才
以
上
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー

ム
）
と
お
医
者
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
汗
ま

み
れ
で
試
合
中
。
惑
惑
チ
ー
ム
は
年
代

（
四
○
才
台
白
、
五
○
才
台
紺
、
六
○

才
台
赤
、
七
○
才
台
黄
）
に
よ
っ
て
パ

ン
ツ
の
色
が
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
カ
ラ
フ

ル
だ
。
こ
の
チ
ー
ム
は
毎
週
ど
こ
か
で

プ
レ
イ
を
楽
し
み
、
ラ
グ
ビ
ー
が
め
し

よ
り
好
き
だ
と
い
う
人
ば
か
り
な
の

で
、
た
ま
に
休
む
と
文
句
が
で
る
ほ

ど
。
こ
の
試
合
の
後
、
女
性
、
子
供
、

男
性
を
ま
じ
え
て
外
人
が
サ
ッ
カ
ー
試

合
を
演
じ
た
が
、
あ
る
者
は
帽
子
を
か

ぶ
り
、
あ
る
者
は
手
さ
げ
袋
を
か
か
え

た
り
し
て
実
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
プ
レ
イ

ぶ
り
。
〃
観
衆
″
か
ら
ヤ
ン
ャ
の
喝
采

が
お
く
ら
れ
、
笑
い
が
渦
ま
く
。
「
日

本
人
は
ど
う
も
〃
格
好
が
悪
い
と
か
、

テ
レ
く
さ
い
〃
と
い
っ
て
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
を
し
な
い
ん
で
す

が
、
彼
ら
は
み
ん
な
本
当
に
ス
ポ
ー
ツ

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
す
ね
」
と
兵
庫
県

ラ
グ
ビ
ー
協
会
会
長
の
白
崎
都
香
佐
さ

ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
蕊
生
活
と
ス

ポ
ー
ツ
は
彼
ら
に
と
っ
て
は
切
り
離
せ

な
い
も
の
左
の
だ
。

女性も子供も入りまじって……どっちむいて走ってんの？惑惑チームとドクターチーム
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ナ
ー
、
ラ
ウ
ン
ジ
も
あ
り
、
汗
を
流
し

た
あ
と
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ビ
ー
ル
で
喉
を

う
る
お
し
、
サ
ウ
ナ
風
呂
で
疲
れ
を
と

る
こ
と
も
で
き
る
。

「
大
会
用
の
施
設
で
な
く
、
住
民
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
の
が
目

的
」
と
常
松
館
長
の
お
っ
し
ゃ
る
通

り
、
利
用
者
の
九
○
％
以
上
が
神
戸
市

民
で
、
そ
の
ま
た
九
○
％
以
上
が
近
所

の
人
た
ち
と
い
う
。

学
校
が
終
っ
て
か
ら
小
・
中
学
生
が

多
く
つ
め
か
け
る
が
、
家
族
連
れ
も
多

く
会
社
の
帰
り
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
立

寄
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
ビ
ー
ル

を
飲
ん
で
帰
る
ほ
ど
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
を
施

設
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
会
館
は
、
市
民

の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
教
室
が
多
く
あ
る
の
も
特
長
で
、

幼
児
か
ら
大
人
に
い
た
る
ま
で
各
コ
ー

ス
で
練
習
を
楽
し
め
る
し
、
女
性
の
た

め
に
は
美
容
と
健
康
コ
ー
ス
と
い
う
の

も
ア
リ
マ
ス
。

お
申
込
み
は
左
記
へ
ど
う
ぞ
。

所
在
地
神
戸
市
長
田
区
蓮
池
町
一

国
六
三
一
’
一
○
七
一

スマートなスポーツ会館全景

☆
ス
ポ
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特
集
〈
２
〉
く
ら
し
と
ス
ポ
ー
ツ

兵
庫
県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館

ス
ポ
ー
ツ
か
ら
サ
ウ
ナ
風
呂
ま
で

’
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山
陽
電
鉄
西
代
駅
の
す
ぐ
山
側
に
兵

庫
県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館
が
あ
る
。
二
年

前
の
子
供
の
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来

利
用
者
は
年
々
増
え
る
一
方
で
、
一
年

目
は
一
三
万
人
、
二
年
め
は
一
六
万
人

を
越
え
る
ほ
ど
の
盛
況
だ
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で
は
体
育
、
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
調
査
研
究
、
指
導
者

の
養
成
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

の
開
設
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
が

「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」
で
な
く
「
や
る
ス

ポ
ー
ツ
」
な
の
が
特
長
だ
。

一
階
が
ウ
エ
イ
ト
・
ト
レ
ー
ー
ー
ン
グ

室
、
室
内
温
水
プ
ー
ル
、
二
階
が
柔
道

場
、
剣
道
場
、
遊
戯
室
、
研
修
室
、
ス

ポ
ー
ツ
医
事
室
、
三
階
が
研
修
室
、
宿

泊
室
、
四
階
が
大
体
育
室
で
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
、
体
操
、
卓
球
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
、
五
階
は
ラ
ン
ー
ー
ン
グ
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
る
。
利
用
料
金
も
一
人
一

回
（
９
時
Ｉ
哩
時
訓
分
、
昭
時
Ｉ
Ⅳ
時

Ⅳ
時
釦
分
ｌ
虹
時
）
大
人
百
円
（
プ
ー

ル
は
三
百
円
）
と
格
安
な
の
も
魅
力
。

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
憩
い
の
場
」
に

す
る
た
め
一
階
に
は
食
堂
や
喫
茶
コ
ー

…
露

剣道の練習風景
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Ⅲ
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
利
用
率

大
倉
山
公
園
に
あ
る
神
戸
市
立
中
央

体
育
館
は
神
戸
の
住
民
な
ら
誰
も
が
知

っ
て
い
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
体
育
施
設
で

あ
る
。
昭
和
四
○
年
一
○
月
に
竣
工
な

っ
た
こ
の
体
育
館
の
設
備
は
、
競
技
場

の
面
積
五
○
三
・
八
坪
、
収
容
人
員
は

五
、
五
○
○
人
と
す
ば
ら
し
い
も
の
で

神
戸
市
内
で
行
わ
れ
る
競
技
の
ほ
と

ん
ど
が
こ
の
体
育
館
を
利
用
し
て
い

る
。
す
で
に
八
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

つ
ま
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
三
カ
月
前

か
ら
申
し
込
ん
で
よ
う
や
く
借
り
れ
る

状
態
。
こ
の
よ
う
な
一
○
○
％
以
上
の

利
用
率
に
毎
週
水
曜
の
休
館
日
を
廃
止

し
、
現
在
は
一
二
月
二
九
日
か
ら
一
月

三
日
ま
で
の
六
日
間
だ
け
閉
館
す
る
。

こ
う
い
っ
た
過
密
な
利
用
状
況
に
対

応
す
る
べ
く
、
神
戸
市
は
各
区
に
一
つ

の
体
育
館
建
設
を
Ⅲ
ざ
し
て
お
り
、
昨

年
の
夏
は
須
磨
区
に
お
い
て
体
育
館
が

完
成
し
た
。
北
区
で
も
今
年
中
に
建
設

着
工
予
定
の
よ
う
で
あ
る
。
体
育
館
増

設
の
気
運
が
高
ま
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
ス
ポ
ー
ツ
愛
好

者
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
中
央

体
育
館
に
お
い
て
も
三
年
前
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
愛
好
者
拡
充
の
た
め
に
始
め
た

☆
ス
ポ
ー
ツ
特
集
〈
２
〉
く
ら
し
と
ス
ポ
ー
ツ

神
戸
市
立
中
央
体
育
館

１
４９

広いコートで思いきり競技すれば明日への活力が湧くというもの 多忙な家事を忘れてスポーツを楽しむ主婦の皆さん

「
卓
球
教
室
」
と
「
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
体
操
教
室
」
は
応
募
者
が
多
く
、
二
、

三
日
で
満
員
に
た
る
と
い
っ
た
具
合
。

ま
た
、
今
年
か
ら
始
め
た
「
母
と
子
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
も
盛
況
で
、
申
し
込

み
順
に
受
付
け
て
い
る
も
の
の
す
で
に

来
年
三
月
ま
で
つ
ま
っ
て
い
る
。
教
室

参
加
者
は
三
五
’
四
○
才
の
主
婦
が
一

番
多
く
、
関
係
者
も
「
母
親
が
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解

を
深
め
る
と
、
子
供
た
ち
に
い
い
影
響

を
与
え
る
」
と
、
こ
の
傾
向
を
喜
ん
で

い
る
。そ

の
他
に
、
中
央
体
育
館
で
は
ス
ポ

ー
ツ
医
事
相
談
も
行
っ
て
い
る
。
特
に

こ
こ
の
相
談
室
は
診
断
結
果
が
早
い
た

め
、
合
宿
前
に
大
阪
の
大
学
か
ら
わ
ざ

わ
ざ
利
用
し
に
く
る
と
い
う
。
事
業
内

容
は
ス
ポ
ー
ツ
医
事
相
談
（
無
料
）
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
適
性
検
査
（
実

費
）
、
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
の
医
学
的

調
査
及
び
研
究
で
あ
る
。
相
談
日
時

は
、
運
動
内
科
’
第
一
・
三
水
曜
、
運

動
外
科
川
第
二
木
曜
、
い
ず
れ
も
時
間

は
午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で
。
希
望
者

は
中
央
体
育
館
事
務
所
に
申
し
込
む
と

よ
い
。
連
絡
先
雷
一
一
一
四
一
－
七
九
七
一
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ユ
ー
ー
ー
ク
な
健
康
体
力
研
究
所

民
間
施
設
と
し
て
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が

ス
ポ
ー
ツ
に
貢
献
し
た
功
績
は
大
き

い
。
た
と
え
ば
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

室
内
化
と
い
う
着
想
か
ら
一
八
九
一
年

米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
洲
ス
プ
リ
ン

グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
国
際
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
指

導
者
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ネ
ィ
ス

ミ
ス
博
士
が
創
案
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
は
、
創
立
者
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
い
た

関
係
で
、
日
本
に
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
訓
練

学
校
卒
業
生
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
た
。

本
格
的
に
普
及
し
た
の
は
、
明
治
四
四

年
に
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
宮
田
守
衛
主
事

が
帰
任
し
た
時
か
ら
で
あ
る
。

今
年
、
創
立
七
五
周
年
を
迎
え
た
神

戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
二
年
前
に
新
築
移
転

し
、
ブ
ル
ー
で
統
一
さ
れ
た
新
し
い
体

育
館
で
青
年
成
人
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

活
動
は
活
発
で
あ
り
、
ま
た
幼
児
か
ら

高
校
生
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
も
盛
況

で
あ
る
。
青
年
成
人
の
た
め
の
ク
ラ
ブ

は
、
社
交
ダ
ン
ス
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
卓
球
、
空
手
、
サ
ッ
カ
ー
、
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
汗
か

き
連
動
、
ヨ
ッ
ト
、
山
岳
、
女
性
体
育

蕊J§淵ｓ
::::::詮LIFE
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２
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神
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Ｃ
Ａ

教
室
、
室
内
プ
ー
ル
な
ど
。
そ
し
て
、

幼
児
体
育
教
室
、
小
学
生
体
育
教
室
、

水
泳
・
剣
道
・
体
操
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
・
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

ド
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
プ
な
ど
が
あ
る
。

ユ
ニ
ー
ク
表
の
は
今
年
四
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
健
康
体
力
研
究
所
で
あ
る
。

こ
の
研
究
所
で
は
、
体
力
づ
く
り
相
談

を
行
っ
て
お
り
、
体
力
診
断
テ
ス
ト
の

結
果
を
み
て
、
そ
の
人
の
体
力
づ
く
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
健
康
管
理
を
図

る
。
所
長
の
西
脇
要
先
生
は
「
健
康
が

大
切
だ
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
い
る
人

は
多
い
が
、
自
ら
積
極
的
に
健
康
づ

く
り
に
励
む
人
が
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
特
に
日
本
で
は
予
防
医
学
、
生
涯

体
育
と
い
っ
た
考
え
方
が
遅
れ
て
い
ま

す
ね
。
そ
れ
に
、
身
体
を
動
か
す
こ
と

が
少
な
い
時
代
左
の
で
、
高
血
圧
、
心

臓
病
、
動
脈
砿
化
症
、
心
筋
こ
う
そ

く
、
腰
痛
症
と
い
っ
た
肉
体
的
な
文
明

病
人
が
増
え
て
い
ま
す
よ
」
と
、
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
強
調
す

る
。
体
力
の
衰
え
に
悩
む
方
は
研
究
所

の
門
を
叩
く
必
要
が
あ
り
ま
す
よ
。

連
絡
先
雷
二
四
一
’
七
二
○
’

男女混成で熱心にバスケットボール練習中< 大体育館にて＞エルゴメーターによる作業能力テスト〈健康体力研究所にて〉

｜
師
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蕊譲

「
老
人
体
育
大
学
」
と
い
う
珍
し
い
名

称
の
大
学
が
神
戸
に
誕
生
し
て
今
年
で

三
年
め
。

六
○
才
以
上
の
神
戸
市
民
な
ら
誰
で

も
参
加
で
き
る
こ
の
大
学
は
、
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
健
康
の
保
持
と
お
互

い
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
一
年
に
二
回
、
春
と
秋
に

講
座
を
開
き
生
徒
を
募
集
し
て
い
る
。

五
月
二
十
三
口
に
「
第
七
同
老
人
体

育
大
学
」
の
開
講
式
が
市
庁
舎
三
階
で

行
な
わ
れ
た
の
で
出
席
し
て
み
る
と
、

元
気
そ
う
な
お
年
寄
り
た
ち
が
ぎ
っ
し

り
会
場
を
埋
め
て
い
た
。
一
八
三
名
の

応
募
に
対
し
て
抽
選
で
一
一
○
名
が

〃
入
学
″
で
き
た
そ
う
だ
か
ら
、
さ
す

が
大
学
は
狭
き
門
だ
。
こ
の
日
は
花
園

大
学
学
長
の
山
田
無
文
老
師
か
ら
「
心

の
健
康
」
と
い
う
話
を
き
き
、
翌
日
か

ら
さ
っ
そ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
始
ま

る
。
講
座
は
「
ハ
イ
キ
ン
グ
と
植
木
の

話
」
「
民
踊
・
老
人
体
操
と
講
演
」
「
卓

球
と
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ポ
ー
ル
、
ロ
ー
ン

ポ
ー
ル
ス
」
「
バ
ス
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
「
ボ
ー
リ
ン
グ
の
基
本
と
ゲ
ー
ム
」

「
健
康
診
断
、
体
力
テ
ス
ト
」
な
ど
が

あ
り
、
六
回
以
上
の
出
席
者
に
修
了
証

１
５

☆
ス
ポ
ー
ツ
特
集
〈
２
〉
く
ら
し
と
ス
ポ
ー
ツ

神
戸
市
立
老
人
体
育
大
学

若
い
も
ん
に
負
け
な
い
ョ
／

陸

が
渡
さ
れ
、
め
で
た
く
〃
卒
業
″
と
な

る
。
無
事
卒
業
す
れ
ば
同
窓
会
に
入
り

自
分
の
好
き
な
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
（
卓

球
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
民
踊
、
弓
道
、
ハ

イ
キ
ン
グ
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ポ
ー
ル
、

ロ
ー
ン
ポ
ー
ル
ス
の
中
か
ら
一
つ
を
選

ぶ
）
に
所
属
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
老
人
体
育
大
学
の
平
均
年
令
は
六

八
才
で
八
六
才
の
お
年
寄
り
も
い
れ
ば

夫
婦
も
七
組
ぐ
ら
い
い
る
と
い
う
か
ら

ほ
ほ
え
ま
し
い
。
同
窓
会
の
中
で
は
卓

球
と
ボ
ー
リ
ン
グ
に
人
気
が
あ
り
、
ハ

イ
キ
ン
グ
も
か
な
り
増
え
て
き
た
。
大

倉
山
体
育
館
で
の
卓
球
練
習
場
を
の
ぞ

い
て
み
る
と
、
四
、
五
○
人
の
お
年
寄

り
が
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ッ
で
元
気
に
ラ
ケ

ッ
ト
を
ふ
っ
て
い
る
。
に
ぎ
や
か
で
と

て
も
楽
し
そ
う
だ
。

老
人
体
育
大
学
と
い
う
の
は
今
の
と

こ
ろ
神
戸
市
だ
け
に
し
か
な
い
の
で
他

府
県
か
ら
の
問
い
合
せ
も
多
い
よ
う
だ

第
六
回
ま
で
の
同
窓
生
は
三
八
五
名

で
年
々
盛
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

入
学
の
お
申
込
み
、
お
問
合
せ
は
神

戸
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
体
育
青

少
年
課
へ
ど
う
ぞ
。

曇
三
三
一
’
八
一
八
一
（
代
）

聡

卓球に汗をながして……（大倉山体育館で） 第７回老人体育大学開講式
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午
前
六
時
１
．
寝
ぼ
け
鵬
で
樗
度

山
へ
の
道
を
歩
い
て
い
る
と
下
山
す
る

人
も
多
い
。
「
お
早
よ
う
「
お
早
よ
う
」
。

顔
な
じ
み
の
人
た
ち
が
ス
レ
違
い
ざ
ま

に
挨
拶
を
か
わ
す
。
晴
れ
た
日
は
モ
チ

ロ
ン
の
こ
と
雨
が
降
ろ
う
と
槍
（
？
）
が

降
ろ
う
と
毎
日
背
山
を
歩
く
。

こ
れ
を
称
し
て
毎
日
登
山
と
い
う
。

幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
な
か
で

「
神
戸
ヒ
ョ
コ
登
山
会
」
は
歴
史
も
古

い
（
大
正
十
一
年
創
始
）
。
現
在
総
勢

千
二
百
名
で
、
再
度
谷
の
灯
龍
茶
屋
を

本
部
と
し
、
高
取
山
、
保
久
良
山
、
布

引
山
、
一
王
山
、
旗
振
山
に
各
支
部
が

あ
り
、
会
員
の
半
数
は
本
部
に
属
し
て

い
る
。
「
身
体
を
練
磨
し
精
神
の
修
養
を

図
る
と
共
に
、
愛
山
思
想
を
溺
養
し
緑

化
運
動
に
協
力
す
る
」
と
会
則
に
あ
る

よ
う
に
、
会
員
は
た
だ
山
を
登
り
降
り

す
る
だ
け
で
は
た
く
、
毎
日
山
を
歩
く

こ
と
に
よ
っ
て
自
然
と
親
し
み
、
自
然

を
愛
す
る
精
神
を
養
っ
て
い
る
の
だ
。

会
則
に
は
、
ま
た
、
「
ハ
イ
キ
ン
グ
を
兼

ね
て
名
所
旧
跡
を
尋
ね
、
神
社
仏
閣
を

参
拝
、
夏
期
遠
征
蕎
山
、
冬
期
ス
キ
ー
そ

の
他
軽
ス
ポ
ー
ツ
」
を
行
う
と
も
あ
る
。

会
員
は
務
山
の
つ
ど
各
本
部
支
部
所

’
5２

☆
ス
ポ
ー
ツ
特
集
〈
２
〉
く
ら
し
と
ス
ポ
ー
ツ

神
戸
ヒ
ョ
コ
登
山
会

ヒ
ョ
ゴ
が
カ
シ
ワ
に
な
ろ
う
と
も

清々しい朝の空気を胸いつぱいに（灯篭茶屋）手作りのお花畑や池もあるのです（喜楽茶屋）

定
の
署
名
所
（
本
部
で
は
燈
篭
、
稲

荷
、
喜
楽
各
茶
屋
と
烏
原
水
源
地
）
に

備
え
付
け
て
あ
る
名
簿
に
自
筆
署
名
す

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
入
会
の
日
か
ら
起

算
し
て
一
定
の
回
数
に
達
し
た
と
き
に

表
彰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
登
山
を
奨
励

し
て
い
る
（
年
限
は
定
め
な
い
）
。
こ

れ
ま
で
の
最
高
回
数
保
持
者
は
一
万
六

千
回
を
越
え
て
い
る
。
楯
が
贈
呈
さ
れ

る
三
千
五
百
回
も
登
れ
ば
、
も
う
や
め

る
と
い
っ
て
も
や
め
ら
れ
な
い
程
病
み

つ
き
に
な
る
そ
う
だ
。
毎
朝
山
を
歩
く

こ
と
が
、
た
と
え
ば
、
毎
朝
歯
を
磨
く

よ
う
に
、
毎
日
の
生
活
の
な
か
に
ス
ッ

カ
リ
溶
け
込
ん
で
し
ま
い
、
一
日
の
始

ま
り
は
山
歩
き
か
ら
ｌ
と
霧
る
の
だ

ろ
う
。
年
齢
層
か
ら
い
う
と
や
は
り
年

配
の
人
が
多
く
、
こ
の
ま
ま
だ
と
ヒ
ョ

コ
ど
こ
ろ
か
カ
シ
ワ
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
で
、
年
少
者
へ
の
登
山
奨

励
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

毎
朝
山
道
を
歩
き
、
体
操
、
民
踊
、

詩
吟
を
楽
し
み
、
植
樹
や
橋
の
改
修
、

空
カ
ン
、
空
ピ
ン
の
始
末
左
ど
な
ど
会

員
一
人
ひ
と
り
は
心
か
ら
山
を
自
然
を

愛
し
て
い
る
の
だ
。

連
絡
先
安
田
寅
一
神
戸
ヒ
ョ
コ
登
山
会
々
長

雪
七
○
六
－
一
六
三
○
会
費
年
千
円
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指
導
を
受
け
て
い
る
が
、
八
月
か
ら
御
崎
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
毎
円
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
練
習
を
行
う
予
定
。

入
会
金
男
子
一
一
一
千
円
、
女
子
一
一
千
円
。

月
会
費
男
子
五
百
円
、
女
子
三
百
円
。

連
絡
先
○
七
八
（
五
七
五
）
○
七
○
五
岡
本
重
雄
方

☆
神
戸
山
手
庭
球
倶
楽
部

大
正
七
年
創
立
。
男
二
五
名
、
女
一
五
名
。

老
壮
（
六
○
歳
以
上
）
、
壮
年
（
四
五
’
六
○

歳
）
、
一
般
（
四
五
歳
以
下
）
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。
年
一
回
こ
こ
が
行
う
全
国
大
会
は
個
別

倶
楽
部
主
催
の
全
国
大
会
と
し
て
は
兵
庫
県
唯

一
の
も
の
。
初
心
者
は
毎
日
曜
日
の
午
後
（
日

没
ま
で
）
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
会
員
か
ら

指
導
を
受
け
て
い
る
。

入
会
金
男
女
共
千
円
。
月
会
費
同
三
百
円
。

連
絡
先
○
七
八
（
七
三
二
）
三
二
一
六
正
城
与
四
次
方

一
‐
い
つ
ち
よ
う
、
テ
ニ
ス
で
も
や
っ

て
み
る
か
」
と
い
う
方
の
た
め
に
ク
ラ

ブ
を
簡
単
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。
テ
ニ

ス
に
は
軟
式
と
硬
式
の
二
通
り
が
あ

る
。
ど
う
違
う
か
は
各
自
で
研
究
し
て

貰
う
と
し
て
、
さ
て
、
神
戸
の
テ
ー
ー
ス

人
口
は
六
割
が
軟
式
、
四
割
が
硬
式
と

い
う
と
こ
ろ
ら
し
い
。

伶
軟
式
テ
ニ
ス

兵
庫
県
軟
式
庭
球
連
盟
（
熊
見
正
男

会
長
連
絡
先
（
六
一
一
）
一
一
四
三

神
戸
女
子
商
業
高
校
内
日
吉
正
雄
）

に
加
盟
し
て
い
る
団
体
は
、
実
業
団
五

○
、
倶
楽
部
四
○
と
合
計
九
○
を
数
え

る
が
、
コ
ー
ト
を
所
有
し
て
い
る
但
楽

部
の
殆
ん
ど
な
い
の
が
現
状
。
ま
た
、

年
々
テ
ニ
ス
人
口
が
増
え
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
ど
こ
と
も
定
員
オ
ー
バ
ー

で
新
し
く
会
員
を
入
れ
る
こ
と
が
難
し

い
と
こ
ろ
に
悩
み
が
あ
る
。

次
の
三
倶
楽
部
は
歴
史
も
古
く
、
会

員
も
巾
広
い
層
か
ら
成
っ
て
い
る
。

☆
菊
水
軟
庭
倶
楽
部

昭
和
八
年
創
立
。
男
三
五
名
、
女
一

○
名
。
二
○
代
が
多
い
。
毎
年
三
月
に

県
下
優
勝
大
会
を
催
し
て
い
る
。
現
在

男
女
合
計
一
五
名
の
初
心
者
が
会
員
の

’
5３

総!§悪ＴＳ
::::::詮LlFE
寒謹謹総

☆
ス
ポ
ー
ツ
特
集
〈
２
〉
く
ら
し
と
ス
ポ
ー
ツ

軟
式
テ
ニ
ス
と
硬
式
テ
ニ
ス

軟
派
も
硬
派
も
全
員
集
合
／

☆
垂
水
軟
式
庭
球
倶
楽
部

昭
和
四
○
年
創
立
。
男
四
○
名
、
女
四
○
名
。

練
習
は
宇
津
原
方
の
コ
ー
ト
を
使
用
し
男
子
は

土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
祭
日
、
女
子
は
木
雁
日

と
土
曜
日
の
午
前
中
に
練
習
を
行
う
。

国
体
参
加
経
験
者
も
お
り
、
入
会
に
際

し
て
は
テ
ニ
ス
を
行
う
。
最
年
長
者
は

男
子
七
六
歳
、
女
子
七
二
歳
。
女
子
に

は
マ
マ
さ
ん
が
多
い
。

入
会
金
男
女
一
一
一
千
円
。
月
会
費
男
女
八
百

円
。連

絡
先
○
七
八
（
七
○
七
）
二
八
一
二

宇
津
原
由
一
方

目
硬
式
テ
ニ
ス

硬
式
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
「
神
戸
ロ

ー
ン
テ
ー
ー
ス
ク
ラ
プ
」
が
神
戸
で
は
唯

一
の
も
の
で
あ
る
。
大
正
十
五
年
創

立
。
現
在
会
員
は
五
三
五
名
（
男
三
九

八
名
、
女
一
五
七
名
）
。
一
般
は
正
会

員
と
呼
ば
れ
入
会
に
際
し
て
既
会
員
二

名
以
上
の
紹
介
を
必
要
と
す
る
。
他
に

学
生
会
員
、
家
族
会
員
な
ど
。
こ
こ

二
、
三
年
の
傾
向
は
家
庭
の
主
婦
、
い

わ
ゆ
る
マ
マ
さ
ん
の
入
会
が
増
え
て
い

る
ら
し
い
。
だ
が
、
現
状
は
い
わ
ば

〈
満
杯
〉
状
態
で
入
会
を
希
望
し
て
も
残

念
な
が
ら
直
ぐ
と
い
う
わ
け
に
は
行
か

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

入
会
金
及
び
月
会
費
正
会
員
七
万
円
、
一
一
千
円
。

学
生
及
び
家
族
会
員
三
万
五
千
円
、
千
五
百
円
。

連
絡
先
○
七
八
（
二
九
一
）
○
八
○
九
吉
田
稔
方

胡

癖
鯉
、
．

神戸山手倶楽部の全国大会誌
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9 鑑譲癖騨羅

近
所
の
学
校
の
運
動
場
で
夜
あ
る
い

は
休
日
、
野
球
や
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー

が
で
き
る
。
体
育
館
で
卓
球
や
剣
道
、

夏
に
は
プ
ー
ル
で
水
泳
が
で
き
る
。
教

育
活
動
を
終
了
し
た
小
中
学
校
の
校
庭

施
設
が
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
、
働

く
青
少
年
た
ち
の
運
動
場
、
地
域
住
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
な
る
。

過
密
化
し
た
地
域
や
新
興
団
地
で
遊

び
場
の
な
い
住
民
の
た
め
に
、
神
戸
市

が
学
校
開
放
を
推
進
し
て
い
る
が
、
全

国
で
そ
の
多
様
な
内
容
、
利
用
し
や
す

い
シ
ス
テ
ム
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

い
つ
行
っ
て
も
や
や
こ
し
い
手
続
き

な
ど
ま
く
利
用
で
き
る
と
い
う
便
利
さ

（
使
用
日
、
時
間
の
制
限
は
あ
る
）
が

運
動
し
た
い
の
に
、
な
か
な
か
チ
ャ
ン

ス
が
な
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
た
人
た

ち
に
受
け
て
好
評
で
あ
る
。

「
い
つ
も
楽
し
く
利
用
、
身
の
こ
な
し

も
軽
く
な
り
、
ス
マ
ー
ト
に
な
っ
た
み

た
い
で
喜
ん
で
い
ま
す
」

「
ス
ポ
ー
ツ
は
自
分
が
楽
し
む
も
の
で

年
齢
な
ど
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
い
。
子

ど
も
の
勉
強
の
相
手
に
な
っ
て
も
ス
ポ

ー
ツ
の
相
手
を
し
て
や
れ
る
母
親
は
少

な
い
が
、
子
ど
も
と
と
も
に
楽
し
ま
せ

☆
ス
ポ
ー
ツ
特
集
〈
２
〉
く
ら
し
と
ス
ポ
ー
ツ

全
国
で
ト
ッ
プ
学
校
開
放

神
戸
市
教
育
委
員
会
事
務
局
施
設
課

て
も
ら
っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
」

む
ろ
ん
問
題
点
も
な
く
は
な
い
。
施

設
の
充
実
、
指
導
管
理
、
利
用
者
の
マ

ナ
ー
な
ど
。
現
在
開
放
校
一
○
七
校
、

一
九
九
施
設
。

学
校
公
園
に
指
定
さ
れ
た
学
校
は
、

学
校
休
業
日
（
年
間
一
○
○
日
）
校
庭

が
開
放
さ
れ
る
。
夜
間
運
動
場
、
夜
間

体
育
館
、
休
日
運
動
場
も
そ
れ
ぞ
れ
の

開
放
時
間
に
球
技
、
体
操
、
剣
道
、
柔

道
な
ど
が
で
き
る
。
休
日
プ
ー
ル
は
七

月
一
三
日
か
ら
八
月
三
一
Ｒ
ま
で
の
期

間
中
土
、
日
曜
日
。
他
に
幼
稚
園
庭
、

ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
、
図
書
室
、
教
室
開

放
が
あ
る
。
地
域
毎
に
運
営
委
員
会
を

組
織
、
指
導
員
を
配
属
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

が
地
域
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
、
有

効
な
も
の
に
す
る
べ
く
図
っ
て
い
る
。

昨
年
末
に
新
設
さ
れ
た
須
磨
高
倉
台

小
学
校
の
場
合
、
初
の
モ
デ
ル
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
体
育
館

更
衣
室
、
プ
ー
ル
論
Ｗ
Ｃ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
学
校
と
住
民
の

共
有
部
分
と
し
て
学
校
敷
地
内
に
最
初

か
ら
組
み
込
ま
れ
、
六
月
か
ら
開
放
さ

れ
た
。
学
校
開
放
の
今
後
の
方
向
を
探

る
ひ
と
つ
の
指
針
に
な
っ
て
い
る
。

’
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親子で楽しむ唐栖小プールとっても健康にいいね、南五葉小体育館
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このマークの店でお貢求め下きい
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フランクフノレトの
白し、冠

上品なバターケーキです。

TEL(331)１６９４
TEL(331)2101
TEL(391)3539
TEL(251)0139

フランクフノレタークランツ

ヱーノ
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｡ { お中元に卜
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＊クッキー
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各種詰合せも取揃えております

霧北欧の銘菓
ユーハイム. コンフエグト
囚本社･ 工喝・熊内店神戸市聾合区熊内町Ｉの3 5 ( 市立美術館東隣）
廻三堂センター街本店神戸三宮センター街( 洋菓子･ 喫茶･ レストラン）
■さんちか店、神戸大丸・そごう・阪急・三越、元町店

冠221-116MＩ
念331-2421

こんにちは赤ちゃん

下林ひとみちゃん( Ｓ､ 4 8 . 2 . 1 4 生）

完全看護☆冷暖房完ｲ 篇☆病院前駐車可能

蔓柿沼産婦人科婦柿

芦屋市大耕町１番1 8 号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
壷芦屋（0 7 9 7 ）３i - 1 2 3 4 代表
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ヒソヒソいいかしっかりやれよ

早
朝
野
球
で
勝
つ
第
一
条
件
は
？

「
も
ち
ろ
ん
人
よ
り
も
一
分
で
も
早
く

起
き
る
こ
と
で
す
よ
」
と
即
答
が
返
っ

て
き
た
。
試
合
開
始
は
午
前
六
時
三
○

分
。
試
合
前
の
練
習
時
間
、
家
か
ら
球

場
ま
で
の
道
中
、
家
で
の
し
た
く
の
時

間
を
逆
算
す
る
と
…
…
。
料
理
屋
さ
ん

勤
務
で
深
夜
ま
で
働
い
て
い
た
と
い
う

人
も
い
る
と
聞
く
の
に
、
と
に
角
、
こ

、
、
、
、

の
早
朝
野
球
と
い
う
の
は
や
る
気
と
好

、き
が
重
要
表
の
で
あ
る
。

神
戸
早
朝
野
球
連
盟
は
成
立
し
て
一

五
年
。
そ
れ
以
前
は
各
地
区
め
い
め
い

で
や
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
歴
史
も
古

い
。
西
支
部
（
荒
田
球
場
）
灘
支
部

（
大
和
球
場
）
須
磨
支
部
（
須
磨
海
浜

球
場
）
東
支
部
（
大
倉
山
球
場
）
の
四

支
部
あ
り
各
支
部
そ
れ
ぞ
れ
一
○
チ
ー

ム
。
春
・
秋
二
リ
ー
グ
制
で
、
各
季
総

あ
た
り
二
回
の
各
チ
ー
ム
一
八
試
合
。

支
部
優
勝
四
チ
ー
ム
で
市
長
杯
を
争
う

決
勝
戦
が
あ
る
。
試
合
開
始
は
六
時

半
。
仕
事
が
あ
る
か
ら
七
時
五
○
分
に

は
試
合
終
了
と
な
る
。
（
軟
式
野
球
は
七
イ

ニ
ン
グ
。
四
イ
ニ
ン
グ
を
終
わ
る
と
試
合
は
成
立
）

「
昔
は
グ
ラ
ン
ド
を
確
保
す
る
た
め
に

前
夜
か
ら
納
ま
り
こ
ん
だ
こ
と
も
あ
っ

驚驚霧蕊篭蕊蕊蕊蕊蕊蕊驚蕊蕊蕊蕊蕊蕊; 蕊蕊灘

神
戸
早
朝
野
球
連
盟

☆
ス
ポ
ー
ツ
特
集
〈
２
〉
く
ら
し
と
ス
ポ
ー
ツ

し
ギ
ュ
ラ
ー
の
座
は
早
起
き
で

欝識鍵霧鱗鍵騨鍵灘蕊蕊蕊蕊議灘鶴議鍵鍵議Ｉ

円

丑

’
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た
ん
で
す
よ
」
と
は
神
戸
テ
ー
ラ
ー
チ

ー
ム
の
話
。
「
僕
は
も
う
十
年
以
上
や

っ
て
い
る
け
ど
、
メ
ン
バ
ー
が
足
り
ん

か
ら
い
う
て
新
婚
旅
行
か
ら
帰
っ
て
来

た
翌
日
か
ら
出
場
し
た
ん
で
す
よ
」
と

は
連
盟
の
委
員
長
、
行
政
さ
ん
。

奥
様
が
お
弁
当
持
参
で
応
援
に
来
た

り
、
荒
田
地
区
の
よ
う
に
戦
前
か
ら
や

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
早
朝
野
球
フ
ァ

ン
が
試
合
の
予
想
を
し
た
り
、
地
域
と

密
着
し
た
野
球
と
し
て
今
日
ま
で
発

展
。
「
名
選
手
は
期
待
し
な
い
が
、
皆

の
熱
心
さ
の
積
み
重
ね
が
な
に
よ
り
で

す
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
と
お
り
根
気

が
な
い
と
続
か
な
い
。

東
支
部
は
三
宮
ス
タ
ー
ズ
（
セ
ン
タ
ー

街
一
一
丁
目
チ
ー
ム
）
タ
チ
バ
ナ
（
セ
ン
タ
ー
街

三
丁
目
チ
ー
ム
）
神
戸
テ
ー
ラ
ー
、
星
電

社
、
近
藤
忠
、
Ｏ
Ａ
Ａ
（
元
町
商
店
街
チ
ー

ム
）
、
エ
バ
ン
ズ
、
ミ
ク
ー
ー
、
キ
ク
、

伊
藤
の
一
○
チ
ー
ム
・

試
合
を
終
え
て
「
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
仕

事
だ
／
、
」
と
球
場
を
去
る
選
手
の
後
姿

が
す
が
す
が
し
い
。
雨
の
日
以
外
は
毎

日
ど
こ
か
の
チ
ー
ム
が
試
合
を
し
て
い

る
か
ら
早
起
き
し
て
一
度
応
援
に
行
っ

て
あ
げ
て
下
さ
い
。

すべりこみセーフ

蕊
識
議
》

試合終了、本日の結果は３対２で神戸テーラーの逆転勝ち
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ピ
ッ
／
先
生
の
笛
が
な
る
と
ピ
タ
ッ

と
動
き
が
止
ま
る
。
ま
た
ピ
ッ
ノ
と

笛
。
サ
ッ
と
ス
タ
ー
ト
。
ラ
グ
ビ
ー
は

男
く
さ
い
ス
ポ
ー
ツ
で
敏
捷
性
と
、
ど

こ
に
バ
ウ
ン
ド
す
る
か
わ
か
ら
な
い
独

得
の
形
の
ポ
ー
ル
を
と
つ
つ
か
ま
え

て
離
さ
な
い
根
性
と
を
要
し
、
運
動
神

経
、
基
礎
体
力
を
養
う
ス
ポ
ー
ツ
で
も

あ
る
。
赤
と
白
の
市
松
模
様
と
ヘ
ッ
ド

・
ギ
ア
と
い
う
頭
に
か
ぶ
る
（
頭
の

安
全
保
護
の
た
め
全
員
使
用
）
も
の
を

つ
け
て
子
供
達
が
走
り
回
っ
て
い
る
。

ど
の
顔
も
イ
キ
イ
キ
。

「
僕
は
も
う
五
年
目
、
ポ
ー
ル
を
蹴
つ

と
ば
す
時
が
い
ち
ば
ん
楽
し
い
」

「
い
や
－
、
子
供
が
普
段
の
日
よ
り
早

起
き
す
る
く
ら
い
面
白
く
て
た
ま
ら
ん

み
た
い
で
す
わ
」
と
は
お
父
さ
ん
。

み
る
と
女
の
子
も
混
じ
っ
て
い
る
。

約
一
五
○
名
の
生
徒
を
一
’
四
班
ま
で

年
令
別
に
分
け
、
女
子
も
四
名
い
る
そ

う
だ
。

「
選
手
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
な
い
ん
で
す
。
ど
ん
な
種
、
の
も
の

で
も
よ
い
、
運
動
は
必
ず
一
つ
や
る
こ

と
。
ラ
グ
ビ
ー
は
一
五
人
が
力
を
合
わ

せ
て
試
合
す
る
ん
だ
か
ら
縁
の
下
の
力

雑蹴ＴＳ
:::: :謡Ll F E
撚 撫患

☆
ス
ポ
ー
ツ
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集
〈
２
〉
く
ら
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と
ス
ポ
ー
ツ

兵
庫
県
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

走
れ
走
れ
ち
び
っ
子
ラ
ガ
ー

１
５８

ああ楽しかった。後の着がえももちろん自分たちでやるよ。 ボールはゼツタイ離さないぞノ

持
ち
が
必
要
な
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
学

校
で
は
①
あ
い
さ
つ
を
き
ち
ん
と
②
人

の
い
や
が
る
こ
と
と
苦
し
い
こ
と
を
進

ん
で
や
る
③
返
事
は
ハ
イ
と
明
る
く
④

ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
て
立
派
な
日
本
人
に

⑤
大
人
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
子
供
に

と
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
と
同
時
に
行
儀
の

よ
い
子
を
育
て
る
学
校
で
も
あ
る
わ
け

で
す
よ
」
と
い
か
に
も
子
供
た
ち
が
可

愛
く
っ
て
し
よ
う
が
な
い
様
子
で
話
し

て
下
さ
る
の
は
香
川
忠
史
校
長
先
生
。

い
つ
ど
ん
な
時
、
怪
我
を
す
る
か
も

し
れ
な
い
子
供
達
を
見
守
り
、
指
導
す

る
先
生
方
は
、
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
惑
々

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
や
学
生
時
代
ラ
グ

ビ
ー
を
や
っ
て
い
た
方
々
の
奉
仕
。
そ

の
上
、
常
に
六
’
七
人
の
お
医
者
さ
ん

が
黒
い
鞄
に
医
療
具
を
つ
め
て
待
機
中

と
あ
れ
ば
父
兄
の
方
々
も
大
安
心
。

体
格
は
よ
く
な
っ
た
が
バ
ラ
ン
ス
が

悪
い
と
い
わ
れ
る
こ
の
ご
ろ
の
子
供

を
、
遥
し
く
規
律
や
規
則
を
守
る
明
る

い
子
に
・
・
…
・
付
き
添
い
の
父
兄
も
一
緒

に
体
操
を
す
る
姿
は
、
思
わ
ず
ほ
ほ
え

み
た
く
な
る
光
景
で
す
。

毎
月
第
一
一
・
第
四
日
噸
日
。
午
前
九
時
半
’
十
一
時

半
年
会
費
二
○
○
○
円
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楽
し
み
な
が
ら
正
し
い
技
術
を

☆
ス
ポ
ー
ツ
特
集
〈
２
〉
く
ら
し
と
ス
ポ
ー
ツ

神
戸
少
年
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
（
神
戸
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

5９

昭
和
詔
年
社
剛
法
人
神
戸
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
の
前
身
、
兵
庫
サ
ッ
カ
ー

友
の
会
を
設
立
す
る
時
、
五
つ
の
夢
が

あ
っ
た
ん
で
す
。
①
少
年
サ
ッ
カ
ー
の

普
及
②
少
年
か
ら
老
人
ま
で
だ
れ
で
も

楽
し
め
る
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
③
国
際
試

合
の
で
き
る
競
技
場
④
芝
生
の
グ
ラ
ン

ド
が
ほ
し
い
⑤
サ
ッ
カ
ー
王
国
兵
庫
の

再
現
の
五
つ
。

そ
の
第
一
番
側
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
の

普
及
の
Ｈ
玉
ｌ
神
戸
少
年
サ
ッ
ヵ
‐

ス
ク
ー
ル
の
設
立
に
は
一
年
四
ケ
月
か

か
り
ま
し
た
。
指
導
者
に
故
岩
谷
氏
（
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
本
部
長
）
を
得
、
神
戸

外
大
の
グ
ラ
ン
ド
を
借
り
て
生
徒
六
四

名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、
今
で
は
生

徒
が
五
七
四
名
。
満
四
才
ｌ
中
学
三
年

生
ま
で
グ
ラ
ン
ド
狭
し
と
走
り
ま
わ
っ

て
ま
す
よ
ｌ
常
務
理
鞭
の
加
藤
正
信

、
、
、

氏
の
お
話
で
す
。
鍛
え
る
、
し
ど
く
と

い
う
要
素
は
な
く
「
楽
し
み
な
が
ら
サ

ッ
カ
ー
の
正
し
い
技
術
を
教
え
る
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
入
校
の
時
約
束
し
た
、
①

時
間
を
正
し
く
守
る
②
あ
い
さ
つ
を
必

ず
交
わ
す
と
い
う
朕
も
自
然
に
身
に
つ

け
さ
せ
よ
う
と
い
う
教
育
法
。

設
立
ま
で
に
は
神
戸
一
中
、
御
影
師

日本ラグビー育ての親クラマー氏と一緒に 卒業のしるしのペナントをもらってニッコリ

範
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
協
力
や
、
グ
ラ
ン
ド

を
提
供
下
さ
る
学
校
の
ご
好
意
な
ど
、

数
多
く
の
善
意
が
集
ま
り
、
ま
た
、
今

で
も
指
導
者
は
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
の
奉
仕
。
毎
月
第
二
第
Ｗ

日
曜
Ｈ
、
葺
合
・
神
戸
高
校
の
ど
ち
ら

か
の
グ
ラ
ン
ド
を
使
用
し
て
練
習
す

る
。雨

の
た
め
練
習
中
止
と
を
る
と
「
な

ん
で
今
日
は
サ
ッ
カ
ー
行
か
へ
ん
の
ん

？
」
と
母
親
を
困
ら
せ
る
幼
稚
園
児
が

多
く
学
校
の
行
事
優
先
の
た
め
、
父
親

参
観
な
ど
で
欠
席
を
や
む
な
く
さ
れ
る

子
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
年
間
侍

勤
の
子
が
二
○
名
、
精
勤
者
（
二
Ⅲ
以

内
欠
席
）
の
子
が
一
○
○
人
も
い
る
と

い
う
。
い
か
に
子
供
達
が
サ
ッ
カ
ー
を

楽
し
ん
で
い
る
か
が
う
か
が
え
る
。

一
方
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
と
し
て

社
会
体
育
の
真
の
姿
と
で
も
い
う
べ
き

父
兄
の
教
室
を
設
け
た
り
、
社
会
人
リ

ー
グ
に
出
な
い
三
○
才
以
上
の
神
戸
オ

ー
ル
ド
ポ
ー
イ
ズ
イ
レ
ブ
ン
を
つ
く
り

第
二
番
目
の
夢
を
現
実
に
、
ま
た
御
崎

球
技
場
で
第
三
番
目
の
夢
を
実
現
と
、

着
々
と
サ
ッ
カ
ー
モ
国
兵
庫
の
建
設
に

勅
ん
で
い
る
。
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ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

いくわよ／と奥様ハリキル

〔
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
〕

サ
ッ
カ
ー

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
雪
加
七
二
○
ご

神
戸
少
年
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

第
一
事
務
所
（
露
測
二
四
八
五
）

第
二
事
務
所
（
毒
師
七
九
四
八
）

テ
ニ
ス

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
湧
抑
○
八
八
八
）

市
役
所
勤
労
市
民
課

（
冨
剛
八
一
八
一
）

ロ
ー
ン
テ
ー
ー
ス
ク
ラ
プ

〈
雪
加
二
三
八
三
）

ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
テ
ー
ー
ス
ク
ラ
ブ

（
唇
測
八
一
二
一
）

神
戸
大
丸
テ
ー
ー
ス
用
品
売
場
（
和
田
氏
）

Ｋ
Ｉ
Ｆ
テ
ー
ー
ス
ス
ク
ー
ル

（
雪
加
八
六
二
神
戸
ド
レ
メ
）

甲
南
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

（
雪
Ｍ
二
九
七
三
三
上
氏
）

魚
崎
テ
ー
ー
ス
ク
ラ
ブ

（
露
州
一
七
一
五
大
多
和
氏
）

垂
水
テ
ニ
ス
ク
ラ
プ

ヘ
雪
加
二
八
一
二
宇
津
原
氏
）

菊
水
テ
ー
ー
ス
ク
ラ
プ

（
麗
師
○
七
○
五
岡
本
氏
）

山
手
テ
ー
ー
ス
ク
ラ
プ

麺

葺
合
警
察
署
（
雪
測
四
四
四
七
小
五

年
ｌ
中
学
生
）

柔
道市

教
委
体
育
青
少
年
課

（
雷
測
八
一
八
一
）

須
磨
審
察
署
（
奮
剛
一
六
○
五
）

兵
庫
警
察
署
（
雪
砺
○
○
五
一
小
四

年
’
一
八
才
）

東
灘
瞥
察
署
（
雪
剛
二
○
一
小
四

年
ｌ
中
学
生
）

空
手神

戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
雷
加
七
二
○
一
）

検
屋
会
館
（
電
佃
七
五
○
二
）

な
ぎ
な
た

王
子
体
育
館
（
奮
畑
五
六
二
七
）

ア
ク
ア
ラ
ン
グ

神
戸
ア
ク
ア
ラ
ン
グ

（
露
加
五
四
五
四
池
原
氏
）

ス
キ
ー

市
教
委
体
育
青
少
年
課

（
鱈
測
八
一
八
こ

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
雪
加
七
二
○
一
）

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
雪
獅
七
二
○
一
）

神
戸
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
一
王
山
レ
ン

ジ
（
雷
Ⅷ
○
四
八
○
）

登
山神

戸
ツ
キ
ワ
登
山
会

（
雪
伽
八
四
九
六
）

神
戸
ア
ル
ペ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ

（
雷
測
一
一
二
八
好
日
山
荘
）

神
戸
ヒ
ョ
コ
登
山
会

（
騨
伽
一
六
三
○
安
田
氏
）

神
戸
凌
峰
会

（
蛮
捌
一
五
四
五
森
氏
）

神
戸
岳
窓
会

（
画
剛
一
九
二
五
山
本
氏
）

神
戸
岳
志
会

（
露
佃
五
五
○
一
宮
下
氏
）

神
戸
突
破
嶺
会

（
湧
別
八
七
二
九
上
田
氏
）

登
山
ク
ラ
ブ
六
摩
会

（
酉
釧
八
六
八
○
福
西
氏
）

稜
友
山
の
会

（
露
加
七
○
三
一
高
浜
氏
）

〔
プ
ー
ル
〕

新
神
戸
大
プ
ー
ル
（
雷
伽
二
○
○
○
）

交
通
阪
神
深
江
駅
三
十
分

期
間
６
／
喝
１
９
／
蝿
９
１
蝿
時

琴
鶏
添
驚
篭

☆
ス
ポ
ー
ツ
特
集
〈
３
〉
ス
ポ
ー
ツ
施
設
ガ
イ
ド

戸
」
の
夏
は
体
力
づ
く
り
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
あ
な
た
へ
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
ガ
イ
ド
。

（
暦
如
七
九
七
一
田
上
氏
）

か
る
も
プ
ー
ル
（
雷
剛
二
○
二
一
）

西
代
市
民
プ
ー
ル
（
竃
剛
五
四
二
○
）

餌
甲
プ
ー
ル
（
雷
脚
五
八
五
○
）

垂
水
皆
泳
教
室

（
濁
醜
○
六
三
五
山
端
氏
）

垂
水
水
泳
教
室
（
雪
刑
○
七
○
○
神

陵
台
中
学
森
脇
氏
）

県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館

（
露
剛
一
○
七
一
）

西
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
電
剛
二
○
二
一
）

神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
（
冨
皿
六
二
○
一
）

ス
ケ
ー
ト

市
教
委
体
育
青
少
年
課

（
雷
測
八
一
八
一
）

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
琶
川
七
二
○
一
）

西
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
雪
皿
六
二
○
豆

レ
ス
リ
ン
グ

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
回
加
七
二
○
一
）

気合いがこもった練習です

（
鱈
醜
三
二
一
六
下
城
氏
）

夢
野
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

（
雷
鋤
六
五
六
五
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

兵
隊
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

（
酉
邪
○
九
八
一
）

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
雪
加
七
二
○
一
）

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

中
央
体
育
館
（
霧
測
七
九
七
こ

東
灘
廷
振
興
課
（
鱈
叩
四
一
三
一
）

漣
区
振
興
課
（
唇
師
五
一
○
一
）

卦
合
区
振
興
課
（
雷
加
四
四
六
一
）

生
田
区
振
興
課
（
鱈
測
七
六
二
一
）

垂
水
区
振
興
課
（
奮
町
六
二
六
二
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
喬
加
七
二
○
一
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

灘
区
銀
興
課
（
固
叩
五
一
○
一
）

兵
庫
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

（
鱈
姉
○
九
八
一
）

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
雷
加
七
二
○
一
）

王
子
体
育
館
（
詞
Ⅷ
五
六
二
七
）

県
立
ス
調
－
シ
会
館

（
画
剛
一
○
七
一
）

卓
球中

央
体
育
館
（
露
測
七
九
七
三
）

西
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
雪
剛
○
八
八
八
）

兵
庫
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

（
露
抽
○
九
八
一
）

漣
区
振
興
課
（
雷
肌
五
一
○
一
）

東
灘
区
振
興
課
（
雲
剛
四
一
三
一
）

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
雷
加
七
二
○
一
）

王
子
体
育
館
（
雷
Ⅷ
五
六
二
七
）

生
田
区
振
興
課
（
雷
測
七
六
二
一
）

長
田
区
振
興
課
（
鰯
剛
五
一
二
一
）

垂
水
区
振
興
課
（
雷
Ⅷ
六
二
六
二
）

水
泳神

戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
濁
加
七
二
○
一
）

王
子
プ
ー
ル

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
湧
測
七
二
○
一
）

剣
道神

戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
雷
叩
七
二
○
一
）

県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館

へ
露
剛
一
○
七
一
）

兵
庫
警
察
署
（
雪
砿
○
○
五
一
）

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



神
戸
健
康
開
発
ク
ラ
ブ
（
詞
測
七
二
四
）

交
通
市
バ
ス
大
倉
山

医
学
検
診
、
栄
養
相
談
、
体
力
テ
ス
ト

ト
レ
ー
ー
ラ
グ
、
サ
ウ
ナ
入
会
金
七

○
○
○
円
月
謝
一
三
○
○
円
’
五
○

○
○
円

明
舞
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
蜜
○
七
八
叩
八
○
一
○
）

交
通
国
鉄
朝
霧
駅
よ
り
パ
ス
狩
口
合

一
丁
目

自
転
車
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
、
腹
筋

台
、
バ
ー
ベ
ル
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
体

力
テ
ス
ト
高
校
生
以
上
、
一
時
間
二

○
○
円
加
Ｉ
魁
時

〔
体
育
館
〕

大
人
（
平
）
三
○
○
円
（
日
、
祝
）

四
○
○
円
小
人
（
平
）
一
五
○
円

（
日
、
祝
）
二
○
○
円

鶴
甲
プ
ー
ル
（
雷
細
五
八
五
○
）

交
通
市
バ
ス
槌
甲
四
丁
目

期
間
６
月
下
旬
１
９
／
躯
９
１
幻
時

二
時
間
大
人
一
○
○
円
小
人
七
○
円

王
子
プ
ー
ル
（
圏
Ⅷ
四
三
一
九
）

交
通
阪
急
西
灘
駅

期
間
６
月
下
旬
１
９
／
路
９
１
Ⅳ
時

二
時
間
大
人
六
○
円
小
人
二
○
円

神
戸
市
民
運
動
場
プ
ー
ル

（
雷
剛
五
四
二
○
）

交
通
山
電
西
代
駅

期
間
６
月
下
旬
１
９
／
燭
９
１
灯
時

二
時
間
大
人
・
小
人
と
も
六
○
円

か
る
も
プ
ー
ル
（
雷
剛
二
○
二
一
）

交
通
国
鉄
新
長
田
駅

室
内
温
水
プ
ー
ル
あ
り

期
間
夏
６
／
躯
１
９
／
遁
９
１
加
時

二
時
間
大
人
一
○
○
円
小
人
七
十
円

冬
９
／
恥
１
６
／
皿
９
１
即
時
二
時
間

大
人
一
五
○
円
小
人
一
○
○
円

県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館
プ
ー
ル

（
雷
剛
一
○
七
一
）

交
通
山
電
西
代
駅

期
間
年
中
（
室
内
温
水
プ
ー
ル
）

９
１
坦
時
釦
分
、
過
Ｉ
Ⅳ
時
、
Ⅳ
時

鋤
分
Ｉ
型
時
各
区
切
大
人
三
○
○
円

小
人
一
五
○
円

須
磨
水
族
館
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル

（
圏
畑
七
三
○
一
）

交
通
国
鉄
須
磨
駅
よ
り
市
バ
ス
若
宮

期
間
７
／
１
１
８
／
瓢
９
時
鋤
分
’

四
時
大
人
三
○
○
円
中
高
生
二
五

○
円
小
人
一
○
○
円
幼
児
五
十
円

舞
子
ピ
ラ
プ
ー
ル
（
西
畑
三
七
一
一
）

交
通
国
鉄
舞
子
駅
期
間
７
／
１
１
９

月
上
旬
９
１
刀
時
３
時
間
以
内
大

人
一
五
○
円
小
人
八
十
円

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
雷
刈
七
二
○
一
）

交
通
市
バ
ス
加
納
町
三
丁
目

期
間
年
中
（
室
内
温
水
プ
ー
ル
）

月
１
土
曜
旭
時
ｌ
”
時
大
人
三
○

○
円
小
人
二
○
○
円

鈴
蘭
台
プ
ー
ル
（
濁
畑
二
二
七
三
）

交
通
神
鉄
鈴
蘭
台
駅

期
間
１
／
７
１
８
／
劃
加
ｌ
廻
時

大
人
（
平
）
四
五
○
円
（
日
、
祝
）

五
○
○
円
小
人
（
平
）
二
五
○
円

（
日
、
祝
）
三
○
○
円

み
の
た
に
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ッ
ホ
テ
ル
プ

ー
ル
（
雷
刑
一
八
五
一
）

交
通
神
鉄
蕊
谷
駅
よ
り
市
バ
ス
谷
寺

ロ
北
三
十
分

期
間
７
／
１
１
９
月
第
１
日
噸
９

時
鋤
分
１
超
時
訓
分
大
人
三
○
○
円

小
人
二
○
○
円

池
の
坊
満
月
城
付
属
プ
ー
ル

（
雷
○
七
八
皿
○
○
二
五
）

交
通
神
鉄
有
馬
温
泉
駅

期
間
未
定
８
１
姐
時

大
人
三
○
○
円
小
人
二
○
○
円

兵
衛
旅
館
付
属
プ
ー
ル

（
雷
○
七
八
皿
一
一
八
一
）

交
通
神
鉄
有
馬
温
泉
駅

期
間
未
定
９
１
鵡
時

大
人
八
○
○
円
小
人
五
○
○
円

有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
付
属
プ
ー
ル

（
圏
○
七
八
Ⅷ
○
一
八
一
）

交
通
神
鉄
有
馬
温
泉
駅

期
間
未
定
９
１
即
時

大
人
（
平
）
八
○
○
円
（
日
、
祝
）

一
○
○
○
円
小
人
（
平
）
五
○
○
円

（
日
、
祝
）
六
○
○
円

有
馬
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ス
カ
イ
プ
ー
ル

（
震
○
七
八
刑
二
二
九
五
）

交
通
神
鉄
有
馬
温
泉
駅

期
間
未
定

セ
ン
タ
ー
入
場
料
三
五
○
円
（
平
）

四
五
○
円
（
日
、
祝
）
六
○
○
円

須
磨
寺
プ
ー
ル
（
雷
剛
二
四
八
八
）

交
通
山
電
須
磨
寺
駅

期
間
未
定
ｍ
ｌ
廻
時

プ
ｉ
ル
使
用
料
二
○
○
円
大
人
四
○

○
円
小
人
二
○
○
円

平
和
台
プ
ー
ル
（
圏
畑
四
四
七
六
）

交
通
市
バ
ス
禅
昌
寺

期
間
６
月
中
旬
１
８
／
狐
大
人

（
平
）
四
○
○
円
（
日
祝
）
五
○
○
円

小
人
（
平
）
二
○
○
円
（
日
、
祝
）

三
○
○
円

宝
塚
チ
ボ
リ
プ
ー
ル

（
雷
○
七
九
七
蹄
三
九
○
○
）

交
通
阪
急
逆
瀬
川
駅
よ
り
マ
イ
ク
ロ

バ
ス

期
間
６
月
下
旬
’
９
月
中
旬
、
時

Ｉ
（
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
あ
り
）

§

大
人
一
二
○
○
円
小
人
六
○
○
円

明
舞
プ
ー
ル
（
濁
○
七
八
皿
八
○
一
○
）

交
通
国
鉄
朝
霧
駅
よ
り
市
バ
ス

期
間
７
／
１
１
８
／
孤
哩
１
Ⅳ
時

大
人
二
○
○
円
小
人
一
○
○
円

温
水
プ
ー
ル
大
人
三
○
○
円
小
人

一
五
○
円

〔
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ー
タ
ー
〕

県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館

（
濁
剛
一
○
七
一
）

交
通
山
奄
西
代
駅

ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ウ
ェ
イ
ト
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
自
由
参
加
一
回
二
○
○
円
毎
週

日
曜
型
１
超
時
（
男
女
）
水
・
土
噸
９

時
釦
分
ｌ
皿
時
（
女
）
水
・
土
曜
皿
ｌ

蛎
時
（
男
女
）
水
・
土
曜
狙
ｌ
虹
時

（
男
）
金
峨
岨
ｌ
加
時
卵
分
（
女
）

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
露
加
七
二
○
一
）

交
通
市
バ
ス
加
納
町
三
丁
目

会
員
制
体
力
テ
ス
ト
、
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
、
バ
ー
ベ
ル
、
腹
筋
台

男らしさを目指して

王
子
体
育
館
（
露
Ⅷ
五
六
二
七
’
八
）

申
し
込
み
通
勤
場
事
務
所

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
二
面
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
二
面
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
コ
ー
ト
八
面
、
卓
球
十
台
、
体
操

場
、
剣
道
場
、
柔
道
場
、
大
集
会
場

中
央
体
育
館
（
濁
刈
七
九
七
一
’
三
）

申
し
込
み
体
育
館
事
務
所

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
二
面
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
（
硬
軟
）
二
面
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
三
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

コ
ー
ト
十
面
、
卓
球
十
八
台
、
柔
道
場

二
面
、
剣
道
場
四
面
、
レ
ス
リ
ン
グ
場

二
面
、
体
操
場
、
大
集
会
場
（
練
習
用

と
し
て
体
育
室
が
あ
り
、
上
記
種
目
と

拳
法
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
に
使
用
で
き
る
。

そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
医
事
相
談
室
あ
り
）

兵
庫
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
体
育
館

（
奮
姉
○
九
八
一
’
四
）

申
し
込
み
セ
ン
タ
ー

卓
球
二
十
台
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト

六
面
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
二
面
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
二
面
、
柔

道
場
、
そ
の
他
ト
レ
ー
ー
ラ
グ
設
備

県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館
体
育
館

（
雷
剛
一
○
七
一
）

申
し
込
み
会
館
率
務
所

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
二
面
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
二
面
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
コ
ー
ト
三
面
、
卓
球
十
台
、
剣
道

場
、
柔
道
場
、
室
内
温
水
プ
ー
ル
（
二

十
五
巴
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
、
そ
の

他
ス
ポ
ー
ツ
医
事
相
談
室

須
磨
体
育
館
（
濁
剛
五
五
八
八
）

申
し
込
み
体
育
館
事
務
所
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
一
面
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
コ
ー
ト
二
面
、
卓
球
八
台
、
柔
道

場
、
剣
道
場
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
三
面

神
戸
Ｙ
Ｍ
８
Ａ
体
育
館
（
圏
加
七
二
○
一
）

申
し
込
み
事
務
所

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
コ
ー
ト
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

西
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
体
育
館

（
圏
剛
○
八
八
八
）

附
し
込
み
事
務
所

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
コ
ー
ト

神戸
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p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
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